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令和元年度郡山市自治会連合会定期総会を開催しました

令和元年７月８日に、郡山市役所正庁にて、令和元年度定期
総会及び町内会等功労者表彰式を開催しました。
総会では、昨年度の事業及び決算報告、本年度の事業計画及び
予算、任期満了に伴う役員改選、並びに旅費規程の一部改正に
ついて提案され、全ての議案が承認されました。

長きにわたり町内会長や連合会長、役員として地域コ
ミュニティの発展のため御活躍され、町内会等功労者表彰
を受賞された皆様を紹介します。（敬称略）

町内会等功労者表彰受賞者紹介

郡山市自治会連合会会長表彰

石渕町内会 橋本六之介
西ノ宮町内会 佐久間清一
殿町町内会 神谷 一
新池第一町内会 小野 昇
小山田第３町内会 宇野 朗
鳴神町内会 天野 景明
島前自治会 菅野 昭吉

〈町内会等の長として通算７年以上在任し、その功績が顕著である方〉

島前明和会 鳥畑 正
中野第二町会 佐藤 精二
香久池自治会 佐々木広志
七ツ池町会 渡邊 顕
山根町会 江藤 和彦
富田町第一区東町内会 佐藤藤太郎

富田西町内会 池田 稔
桑野北町町内会 石澤 潤一
大久保町内会 寺田 正則
逢瀬町第３区 栁沼 孝一
石筵部落会 後藤 秋夫
守山団地町内会 鈴木 誠

郡山市長感謝状

〈町内会等連合会組織の長として通算３年以上在任し、その功績が顕著である方〉

麓山池ノ台方部町内会連合会 大河原勝彦
富久山町連合町内会長連絡協議会 杉岡 正夫

梅田地区連合町内会 森田 清一
熱海町行政区長会 藤澤 功夫

〈郡山市自治会連合会の運営並びに活動に貢献し、その功績が特に顕著である方〉

横塚町会 中原 利孝

〈町内会等の長として通算10年以上在任し、その功績が顕著である方〉

東部自治会 矢萩 良雄
新町町内会 山岸 由和
小山田第２町内会 上野 忠

小山田第５町内会 村上 悦子
希望ヶ丘ひまわり町内会 根本 昭一
柳町第二町内会 佐藤 文男

東町町内会 吉田 保雄
川坂東町内会 星 好久
久保田我妻町内会 佐久間喜重

〈町内会等連合会組織の長として通算４年以上在任し、その功績が顕著である方〉

日和田町町内会長協議会 藤橋大吉郎
片平町区長等連絡協議会 鹿又 進

安積町自治会長会 八代 實

回覧
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民話でめぐる湖南町

民話小冊子の中から、風力発電で知られる布引山の大カツラにまつわる民話を紹介します。
＊大カツラは、山頂広場まで１キロほどの道路わきにあり、国指定天然記念物です。

昔、布引山には、そこら中に根曲り竹が生えていて、赤津の人達は、竹細工をするのにこの竹をきり、山か
ら沢を引いて落とすのだが、この沢の真ん中に、でっかいカツラの木があって、じゃまになっていたんだど。
この話を聞いた ある木こりが「おれがそのカツラをきってやっぺ」ど、このじゃまになっているカツラの

木をきりはじめた。
ところが あまりにも でっかい木なので、一日きっても半分もきれず、途中でやめて、また明日きること

にしてかえってきた。
その夜のこと、「うー うー うー」と赤津村中に、どこからともなく聞こえる気味の悪い、うめき声のよ

うなものが一晩中、ひびきわたった。
村の人達は何の音かと外に出てみたが、なんにも見えねがった。
次の日の朝、きこりが、昨日のつづきをきろうとカツラの木のところに

いったら きこりは「あー！」とおったまげてあとずさりした。
これはふしぎ、昨日切ったはずのノコギリの後がきれいに元どおりにふ

さがっていた。
「なむあみだぶつ なむあみだぶつ」ときこりは唱えながら、タタリをお
それ、おそろしくなって、山からにげてきた。
それがらっつうものは、このカツラは山の神さまの木としておがみ、だ

れひとり刃物をむける人はいなかったど。

鎮守さまの愛称で親しまれる隠津島神社

喜久田駅より北側に美しくそびえる安達太良山の方向へ行くと、隠津島神社の参道へ続く道にあたる。途中、
春には藤田川の桜並木が人々を集める。喜久田町のシンボルである隠津島神社は、岩代之国安積郡草々の古く
由緒ある鎮守と言われ、武御雷之神を奉斎する延喜式内の古社である。
創建当時は、安積沼と呼ばれる大きな沼が大海のように広がり、点在する島に住民は住んでいた。現存する

地名に安子ヶ島、伊豆島、隠津島など、島の字がつくのはこの名残だ。旧県社の約3000坪の敷地に建つ社殿に
は、明治15年、陸軍大将有栖川宮一品熾仁親王殿下御親筆の奉額を下された。
四季折々に姿を変える境内では、新緑の季節には鶯やカッコウなど鳥の声が響き渡り、時に寒い季節には豪

風に悩まされることもあり、明治の頃、社殿に続く神楽殿を吹き倒してしまったほどである。この境内を美し
く保つべく活動してくれているのは、ボランティ
アのお掃除隊の面々や氏子を代表する役員さん方
である。気さくな宮司さんをはじめ居心地の良い
境内は、参拝の方々にできる限り気持ちよくお参
りして戴きたいという思いのもと、沢山の愛情が
注がれている。
何度も足を運んでこそ、その良さに気付く神社

である。

紹介

紹介

会 長 鈴木 光二（中央）
副会長 宗像 金三（中央）
副会長 松﨑 昭（西田）
会計理事 國分 晴朗（中央）
監 事 栁沼 愑（中央）
監 事 猪俣 昭彦（田村）
監 事 坂本 大（中央）
理 事 日下俊一郎（中央）

理 事 長峯 栄一（中央）
理 事 天野 景明（中央）
理 事 大和田一朗（中央）
理 事 渡邊 顕（中央）
理 事 古川 将男（中央）
理 事 渡部 奎吾（中央）
理 事 佐久間卓見（中田）
理 事 千葉 正義（喜久田）

理 事 藤橋大吉郎（日和田）
理 事 杉岡 正夫（富久山）
理 事 藤澤 功夫（熱海）
理 事 七海 秀男（逢瀬）
理 事 鹿又 進（片平）
理 事 小山伝一郎（湖南）
理 事 八代 實（安積）
理 事 安田 茂男（三穂田）

新役員を紹介します。〔任期２年〕令和元年度 郡山市自治会連合会役員名簿

おきつしま

湖南町シリーズ
第２弾！


